
（参考）改修周期（長寿命化パターン）

（参考）劣化状況の例（目視）

○対象施設
・延べ床面積５００㎡以上の県立学校の建物
（特別支援学校は２００㎡以上の建物）

・統合対象校，授業に直接関係がない「合宿所，交
流館、セミナーハウス」や「第二体育館」など集
約可能建物等を除く

・対象施設数１１８校５９９棟

○背景：学校施設は、昭和40～50年代に建築された
建物が全体の約７割を占めており，今後，一
斉に更新時期が到来
限られた財源で県立学校施設の適切な維持管
理を行い，総合的かつ計画的に修繕・更新等
を実施していくことが課題

○目的：学校施設を計画的に修繕・更新することに
よる中長期的なコストの縮減・財政負担の平
準化

○計画期間：Ｒ１～R16（1６年間）
茨城県公共施設等総合管理計画（H27年3月）に
基づく個別施設計画として位置づけ

〈維持・更新コスト試算：R１～R３０(３０年間)〉

○安全・安心な教育環境の整備
⇒ 事後保全から予防保全への転換
⇒ 防災機能の強化，地域の避難場所としての活用

○時代の進展や多様化するニーズへの対応
⇒ 急速に進展する情報化への速やかな対応
⇒ 幼児児童生徒の学びが伸長するような学校施設

の質的向上

○目標使用年数を原則80年
（従来建替周期４０年）

○日常点検・定期点検等により状況把握，一元管理化
データ化することで適切かつ効率的な施設管理

○概ね２０年毎（改修周期）に大規模改修等を実施
・大規模改修：築２０，６０年目
・長寿命化改修：築４０年目
・改築（建替）：築８０年目

○原則として，建築年度が古い学校から順に改修時期
を平準化して実施

茨城県立学校施設の長寿命化計画 【概要版】

（１）実施計画の策定

○本計画の方針に沿い，当面５年間を期間とする具
体的な整備計画（実施計画）を策定

○実施計画は今後の人口見通し，本県の財政状況，
県立高等学校改革プラン等を踏まえ見直す

（２）計画的な長寿命化に係る工事の実施

○改修工事は「施設を使用しながらの工事」
長寿命化に係る工事が広範囲となる場合は，幼児
児童生徒の生活環境や動線の確保に配慮し，校舎
内の教室一時移動など，計画的かつ効率的な実施
を検討・計画

○当面の間は，築年数が50年以上を経過する施設
の長寿命化に係る工事及び築年数を問わず緊急性
が高い改修工事を優先して実施

○PDCAサイクルの確立
① 全体改修計画の策定（Plan）
② 点検に基づく適切な改修の実施（Do）
③ 効果的な整備や手法の見直し（Check）
④ 次期計画への反映（Action）
⇒ 効率的かつ効果的な施設整備を検討

２ 計画の対象建築物（学校施設）

３ 学校施設の目指すべき方向性

６ 実施計画の策定

７ 計画の継続的運用方針

１ 計画の背景・目的

◎大規模改修（築40年目）
【機能回復＋機能向上】

◇ 左記の大規模改修
◎ 中性化対策
◎ 給排水設備改修等
◎ ＬＥＤ，ﾄｲﾚ洋式等による

生活環境面の機能向上
◎ 可動間仕切りの設置等による

学習環境面の機能向上

◇改修（築20，60年目）
【機能回復】

◇ 外壁改修
◇ 屋上防水改修及び金属屋根改修
◇ 空調設備機器更新
◇ 照明機器，非常放送設備等

電気設備機器の更新
◇ 故障・不具合修繕等
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（建物を良い状態に保ち，躯体の耐用年数まで使う）

５ 長寿命化計画のコスト見通し４ 計画の基本方針
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長寿命化試算グラフ

長寿命化型

（億円）

投資的経費：直近５年間実績

総額（概算）：今後３０年間試算

長寿命化試算
(56億円／年)

２２３億円（ ４５億円／年）

１，６９０億円（ ５６億円／年）

投資的経費
(45億円／年)
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金属屋根劣化，錆発生 
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